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１．引用（いんよう）って何だろう？ 

 自分の文章に、他の人の考えや言葉を引っぱってきて使うことを「引用（いんよう）」と

言います。レポートを書いたり調べたことを発表するときには、引用が欠かせません。 

ただし、引用にはルールがあります。このルールを知らずに、あるいはルールを無視し

て勝手に使うと、他人の考えや言葉のどろぼうとなってしまいます。気をつけましょう。 

 

２．やってはいけないこと 

 

 

 

  

 

 

３．引用の種類と書き方（別の書き方もあります） 

大きくわけて直接引用と、間接引用の２種類があります。 

 

（１）直接引用  そのまま抜き書きします。 

Ａ．言葉や文章の直接引用 

例 1： 

 

 

 

 

 

  

 

例 2： 

 

 

 

 

 

 

 

引用のしかた 
～ルールを守って正しくコピペ～ 

佐藤(2016)は、「○○は△△△△である」(p.80)と述べている。 

一方、佐藤(2016)は次のように述べている。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□コピーアンドペーストである［中略］インターネット時代の 

□□功罪であるといえよう。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□ 

これは、～ということを示している。 

 

 

 

 

著者名は名字のみ、出版年は（ ）の中に書く 

 
そして… ・引用文の最後が「。（句点）」で終わっていても、カッコの中には入れない 

・引用元の記載ページを書くこともある 

 

引用したい部分をそのまま抜き書きし、自分の文章と 
はっきり区別するために「 」（英文の場合は “ ” ）で囲む 

 

引用が長くなる場合は、前後を 1 行ずつあけて引用文全体を２字下げる 

 

引用文の途中を省略するとき 

には［中略］と書く 

 

・本やインターネットの情報をそのままコピペ(コピーして貼り付け)する 

・他の人の考えや言葉を、自分のものとして書く 

・出典（情報源）を書かない 

・文字数をかせぐためなど、必要以上に引用する 
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図には番号をつけ、 
タイトルを図の下部に書く 

 

表 2 男女、年齢３歳階級別こどもの数(平成 30 年 4 月 1 日現在) 
 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．図や表の引用 

図や表には番号を付けタイトルを記入し、出典（情報源）を書きます。 

 

例：図の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：表の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）間接引用  要約（短くまとめること）して書きます。 

 

 

 

例 1： 

 

例 2： 

 

 

 

 

 

また鈴木(2013)は、○○○○と主張している。 

さらに『書名』（中村，2013)によれば、□□は○○とある。 

 要約した場合「 」はつけない 

 

 本文中に出典（情報源）を記入する場合 

 『書名』（著者名，出版年）と書く 

出典：総務省統計局ホームページ 

(http://www.stat.go.jp/data/jinsui/topics/topi1091.html) 

図１  こどもの数及び割合の推移 

出典：総務省統計局ホームページ 

(http://www.stat.go.jp/data/jinsui/topics/topi1091.html) 

 
表には番号をつけ、 

タイトルを表の上部に書く 

 


